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●春休み中に借りた本の返却期限について 

 春休みの特別貸出で借りた本の返却期限は、4 月 16 日（木）です。返却期限を過ぎた資料が

1 冊でもあると、新たな貸出ができなくなります。授業やレポートの直前にあわてることのない

よう、期限までに返却をすませましょう。 
 

●貸出期間・冊数のご案内 

貸 出 期 間 
区  分 貸 出 冊 数 

図 書 雑 誌 

学部生 １０冊（うち雑誌は 5 冊まで） ２週間 ５日 

大学院生 １０冊（うち雑誌は 5 冊まで） ３０日 ５日 

教職員・名誉教授 5０冊（うち雑誌は 10 冊まで） 3 ヶ月 10 日 

＊雑誌の最新号は貸出できません。 

 
市大コーナーに新しい図書が入りました！ 

 
『日米同盟の政治史 : アリソン駐日大使と「1955 年体制」の成立』池田慎太郎著  【国際学部】 
 
『日韓関係と韓国の対日行動 : 国家の正統性と社会の「記憶」』金栄鎬著  【国際学部】 
 
『封印されたヒロシマ・ナガサキ : 米核実験と民間防衛計画』高橋博子著  【平和研究所】 
 
『Verilog HDL によるシステム開発と設計』高橋隆一著  【情報科学部】 
 
『ヴァージニア・ウルフ : 変貌する意識と部屋』土井悠子著  【国際学部】 
 
『Japan and Russia : three centuries of mutual images』 

ユリア・ミハイロバ [ほか] 編  【国際学部】 

 

 

 

 

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。

これから始まるみなさんの学生生活が充実したもの

になるよう、附属図書館を上手に活用してください。

図書館スタッフ一同、ご利用をお待ちしております。 
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大学での勉強の仕方は、これまでと違います。自分で「調べ」「まとめ」「発表する」技術が求め

られます。まずは、こんな図書や DVD がおすすめです。 
 
図書 
『アカデミック・スキルズ : 大学生のための知的技法入門』 

佐藤望編･著，慶應義塾大学出版会，2006 年 【377.15 ｻﾄ 3F】 
 
『知のツールボックス: 新入生援助 (フレッシュマンおたすけ) 集』 

専修大学出版企画委員会編，専修大学出版局，2006年 【377.15 ｾﾝ 3F】 
 
『大学生のための成功する勉強法 : タイムマネジメントから論文作成まで』 

Rob Barnes [著]，畠山雄二，秋田カオリ訳，丸善，2008年【377.15 ﾊﾞﾈ 3F】 
 
『大学生のための日本語表現トレーニング』 

橋本修，安部朋世，福嶋健伸編著，三省堂，2008 年 【810 ﾊｼ 3F】 
 
『大学生のための論理的に書き、プレゼンする技術』 

菊田千春，北林利治著，東洋経済新報社，2006 年 【816.5 ｷｸ 3F】 
 
『レポートから卒論まで Word & Excel 講座 : IT 時代の基礎知識』 

石田千代子著，新紀元社，2007年 【007.6 ｲｼ 3F】 
 
ＤＶＤ 
『図書館へ行こう! : インターネット時代の情報活用入門』（ 『情報の達人』第 1 巻） 
 
『ゼミ発表をしよう! : テーマ選びからプレゼンテーションまで』（ 『情報の達人』第 2 巻） 
 
『レポート・論文を書こう! : 誰にでも書ける 10 のステップ 』（ 『情報の達人』第 3 巻） 
 

ＤＶＤは館内でご利用ください。付属の冊子は貸出できます。【007 ｼﾞﾖ 1～3 3Ｆ】 

 

大学での学び方を身につける！ 

 

希望に胸膨らむ新しい生活…。みなさんのよりよい学生生活をサポートしてくれる本です。 
 

人間関係ってむずかしいな…と思ったら 

 『大学生のためのソーシャルスキル』     橋本剛著，サイエンス社，2008 年 【377.9 ﾊｼ 3F】 
 

いろんな学生生活があるんですね。学生 21 人による「学外活動」のドキュメント。 

『現役大学生による学問以外のススメ』 

「学外活動」出版プロジェクト編著，辰巳出版，2007年 【377.9 ｶﾞｸ 3F】 
 

身近な出来事に焦点をあててわかりやすく解説した、実生活に役立つ法律入門書。 

『ライフステージと法 第 5 版』    副田隆重 [ほか] 著，有斐閣，2008年 【320.4 ｿｴ 3F】 
 

一人暮らしで困るのは、やっぱり食事のこと…どうせなら、ヘルシーに 

『みうたさんのからだにやさしい雑穀レシピ』 

       江島雅歌著，農山漁村文化協会，2008 年 【596.3 ｴｼﾞ 3F 参考書】  
『藤井恵のヤサイおやつ』     藤井恵著，家の光協会，2008年 【596.65 ﾌｼﾞ 3F 参考書】 

学生生活、転ばぬ先の…本 

ようこそ広島市立大学へ！ 

新しく始まる学生生活。色々わからないことや、不安なこともあるでしょう。

そこで図書館の蔵書から、みなさんの学生生活に役立つ本をご紹介します。  

※【   】の中は請求記号と配架場所です。 
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広報誌 【図書館入口付近のパンフレットスタンド】 -ご自由にお取りください‐   

『広報ひろしま 市民と市政』 広島市の広報紙。毎月 1 日･15 日と年 4 回四季号が発行されます。 
 
『to you』 映画・コンサートのほか、さまざまな文化催事の情報が得られます。 
 
タウン誌 【ブラウンジングコーナー】 

『Tj Hiroshima（タウン情報ひろしま）』 
 

『Wink 広島』 
 
平和 

『図録 ヒロシマを世界に』   

広島平和記念資料館編，広島平和記念資料館，1999年 【319.8 ﾋﾛ 3F】 

 広島平和記念資料館の展示を、写真を中心に解説した本。モニュメントや被爆建造物などのガイドマ

ップもついています。ガイドマップを片手に、記念碑を訪ねてみてはいかがでしょうか。 
 
『広島長崎修学旅行案内 : 原爆の跡をたずねる  新版』   

松元寛著，岩波書店，1998年 【210.75 ﾏﾂ 3F】 
 
美術館 

『美に誘う : 中国地方の美術館』  中国新聞社，2003年  【706.9 ﾋﾞﾆ 3F】 

 中国地方５県の美術館・博物館を紹介しています。周辺の見所も紹介されているので、ぜひ出かけて

みては？図書館では美術館の所蔵目録、特別展図録なども収集しています。あわせてご利用ください。 

 

 

 

 
 

観光 

『世界文化遺産の島宮島を楽しむ』  中国新聞社，2006 年 【291.76 ｾｶ 3F】 

 歴史、文化、自然など多方面から宮島を紹介しています。四季折々の宮島を堪能してください。 
 

スポーツ 

『ありがとう!栄光の広島市民球場』  洋泉社，2008年 【783.7 ｱﾘ 3F】 

  51 年の歴史に幕を閉じる広島市民球場のカープにまつわるエピソードが綴られた本です。 
 
『カープ : 苦難を乗りこえた男たちの軌跡』  松永郁子著，宝島，2001年 【783.7 ﾏﾂ 2F】 
 
 広島はプロスポーツの本拠地が集中する都市で、野球・サッカー・バレーボールなどのトップクラブ

があります（「広島東洋カープ」「サンフレッチェ広島」「JT サンダーズ」）。ぜひ一度観戦してみては？ 
 
食べる 

『OCOLOGY 続・Ⅲ』 

オタフクソース編，オタフクソース株式会社，2001・2008年 【596 ｵﾀ 2･3 3F】 

古今東西のお好み焼きについて語っています。ソースが匂ってきそう！ 

広島をもっと知るために

ひろしま美術館キャンパスメンバーズ 

ひろしま美術館（中区基町 3-2）では、入館の際に市立大学の学生証または職員証を提示すれば、

常設展・特別展を無料観覧できます。（通常 大人 1,000 円，大学生 500 円） 

勉強に疲れたら･･･ 

 “小説や趣味の本を読みたいけれど、大学の図書館にはないなぁ。” 

そんな時には、市立図書館の本を利用することができます。 

 附属図書館と市立図書館とは図書の相互貸出サービスを行っています。週 1 回、市立図書館の

本を取り寄せ、附属図書館カウンターで貸し出しています。是非ご活用ください。 

 ◇貸出冊数 5 冊まで（通常の貸出冊数に含めます。） 

 ◇貸出期間 2 週間 

 ◇利用対象者 本学の学生・教職員 

 ◇利用方法 附属図書館カウンターでお申込みください。 

  ※雑誌・まんが・事典類等取り寄せられないものもあります。  
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２００9 年 4 月１日発行 

広島市立大学附属図書館 

 広島市安佐南区大塚東３－４－１  
 TEL ：（082）830-1508 

FAX ：（082）830-1659 

 E-mail tosho＠lib.hiroshima-cu.ac.jp 
http://www2.lib.hiroshima-cu.ac.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             

 
                ４月  
                日  月  火  水  木  金  土  
                      １  ２  3  4  
                5  6  7  8  9  10  11  
                12  13  14  15  16  17  18  
                19  20  21  22  23  24  25  
                26  27  28  29  30      
                              
                
                ５月  
                日  月  火  水  木  金  土  
                          １  ２  
                ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  
                10  11  12  13  14  15  16  
                17  18  19  20  21  22  23  
                24  25  26  27  28  29  30  
                31              
               

 

 
 開館日と開館時間の 

 お知らせ 

 

□は休館日です。 

 

通常開館期間 

  ８：４５～１９：００ 

 

春季休業期間(  部分) 

4 月１日(水)～４月８日(水) 

  ８：４５～１７：００ 

 

延長開館期間(  部分) 

7 月 14 日(火)～8 月 5 日(水)  

  ８：４５～２０：００ 

 

 
                ６月  
                日  月  火  水  木  金  土  
                  １  ２  ３  ４  ５  ６  
                ７  ８  ９  10  11  12  13  
                14  15  16  17  18  19  20  
                21  22  23  24  25  26  27  
                28  29  30          
                              
                
                ７月  
                日  月  火  水  木  金  土  
                      １  ２  ３  ４  
                ５  ６  ７  ８  ９  10  11  
                12  13  14  15  16  17  18  
                19  20  21  22  23  24  25  
                26  27  28  29  30  31    
                              
                

  

 
 
 
 

わたしの一冊  
国際学部 土井悠子 教授 

 

『自分だけの部屋』 
ヴァージニア・ウルフ著 川本静子訳 1988 年 みすず書房 

「女性が小説や詩を書こうとするなら、年収 500 ポンドと鍵のかかる部屋が必要です。」書名『自分だけの部

屋』(A Room of One’s Own)は、本の中のこの一節に由来している。本は、今から 80 年前の 1928 年に、

女子大学生へ向けてヴァージニア・ウルフ（イギリスの女性作家）が話した講演原稿が基になっている。一節

に出てくる「年収 500 ポンド」は経済的自立を、「鍵のかかる部屋」は精神的独立を意味していると、私は理

解している。私がこの言葉に出会ったのは、大学を卒業して漫然と働いていた頃だ。のんびりとした職場だっ

たので暇さえあれば本を読んではいたが、「私は一体何をしたいのだろう？」と真剣に悩んでもいた。本を読む

ことや考え事に熱中したくて、「鍵のかかる部屋で仕事をしたい。そのためには経済的に自立しなければ」とし

きりに思っていたときだったから、この言葉には驚いた。この言葉に引きつけられて、私はウルフの作品研究

を始めたようなものだ。長い年月がかかったが、その研究がようやく形になったのは昨年のことだ。 

 いまどきの女子大生には理解しがたいかもしれないが、冒頭の一節は、富める男性の優位と女性や貧しさに

ある無名の人たちの不遇を指摘する言葉としても知られている。詩を書くためには誰にも邪魔されない空間で

の熟考が必要だ。しかしそういう空間を持てるのは恵まれた男性だけだ、という意味がこの一節には込められ

ているからだ。この本はしかし、男性の特権的優位だけを指摘しているのではない。英文学の歴史をたどるこ

の本の最後で、百年後の文学を予想するウルフは、わたしたち女性の一人一人が「年収 500 ポンドと自分だけ

の部屋（rooms of our own）」をもつようになれば、たとえ無名ではあってもわたしたちの中から詩が生まれ

てくるはずだと、あつく語っている。話は飛ぶのだが、アメリカ大統領選を闘ったヒラリー・クリントン氏と

オバマ大統領を考えるとき、私の頭にはいつも「年収 500 ポンドと自分だけの部屋」という言葉が浮かんでく

る。そして、「女性や無名の人たちが詩を書けるようになったということか！」と思う。 

 

 

この本は図書館 3 階にあります。ご利用ください。  ＜請求記号 934 ｳﾙ＞    

編集後記 
今号では、新入生の皆さんに読んでいただきたい本を特集

しました。ここに挙げた本は厳選したごく一部のものです。
『知恵の樹』に載せられなかった本もあわせて、展示コーナ
ーで紹介しています。是非ご利用ください。  


